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中大脳動脈水平部の紡錘状動脈癌は通常の クリ

ッ ピン グ で は根治に至らない 場合が多く, トラ ッ

ピ ング とバ イパ ス の 併用を推奨する報告も散見 さ

れ る . 今回我々 は , clip pi n g o n w r a p pi n g 法に より

中大脳動脈壁を全周性に補強し つ つ 順行性の 血流

を温存 し得た紡錘状動脈癌症例を経験 したの で 報

告する .

症例 は 5 1 歳 , 男性. 左上肢の 麻痔 に て 発症 .

M RI にて 右内匂 か ら被尭削ニラ ク ナ梗塞 を認 め た .

血管撮影に て右中大脳動脈水平部に
一

部嚢状に拡

張 した大型紡錘状動脈癌が存在 し, これが塞栓源

と考えられ た . 3 ケ月の リ ハ ビリ後に手術目的に

当科紹介とな っ た . 手術所見 で は, 中大脳動脈水

平部の 穿通枝より遠位部が全周性に拡張 し, その

拡張部分 の 近位部 の ド
ー ム が 一

部嚢状に 拡張 し,

先端部分 が血栓化して い た . 明らか な動脈硬化や

解離の 所見 はなか っ た . そ こで
,
3 枚の ゴ ア テ ッ

ク ス で動脈癌を覆 い穿連枝と近傍の皮質枝の 閉塞

を避ける ように クリ ッ プ した . ド
ー ム 内の血栓の

ため本幹が狭窄した ため, ド
ー ム を切除し, 癌内

血栓を除去し, ク リ ッ プを追加 した . 内視鏡にて

穿連枝の 温存を確認 した . 術後の血管撮影にて 動

脈癌の 消失を認 め , 神経症状の悪化を認 めず, 独

歩自宅退院 した . 6 カ 月後の血管撮影で も再増大

はみ られて い ない . 複数 の ゴ ア テ ッ クス を用 い た

clip pi n g o n w r a p pi n g 法は , 3 次元的に蛇行 した血

管の全周におよぷ病的動脈壁 を覆い , か つ 順行性

の血流も維持でき る. ま た
, 長期に亘 っ て 拡張を

防ぐこ とが期待され紡錘状動脈癌の 治療に有用で
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【は じめ に】 今回, われわれは脳底動脈背側に仮

性動脈癌様陰影を認めた クモ 膜下出血の 一 例を経

験 したの で報告する .

【症例および経過】6 4 歳男性. 既往歴 : 高血圧 .

喫煙 20 本× 40 年. 平成 15 年 11 月2 日突然の 発

症 ( H u nt & K o s nik G r a d e 1) . C T で は左の b as al

ci st e r n に強い SJ u (Fi s h e r 3) を認め た . D a y 0

の 脳血管撮影で は , 左内頚動脈は頚部分岐部で完

全 閉塞 , 右内頚 動脈 お よび 椎骨動脈撮影 で は

c r o s s fl o w で造影され る左 ( 閉塞側) 内頚動 脈
一

復交通動脈分岐部に動脈痛が疑われ た . 同日左前

頭側頭関頭にて手術を行 っ たが , 同部位, 及び前

交通動脈, 中大脳動脈分岐部に は 動脈癌は認めら

れなか っ た . D a y 1 5 に施行 した 2 回目 の血管写で

は新た に脳底動脈背側に小さな動脈癌様陰影を認

め
, 造影剤は静脈相 まで停滞 した . しか し D a y 33

に施行 した血管写で は こ の異常陰影は消失 して い

た
. 以上の所見か ら脳底動脈穿通枝の 仮性動脈癌

と診断 し, C T 上の 血腫分布か らも出血源で ある

と考えた . 患者は, 56 病日に独歩退院 した . 現在

まで再出血 は見られ て い な い .

【考 察お よび結語】 種 々 の 疾患 が S A H を来す

が
, 本例の ような仮性動脈痛が原因となる事は極

めて稀と思われる . 適切な診断を行なうに は疾患

の 認 識と経時的な脳 血管撮影が必須と思 われ る .
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解離性脳動脈癌は 近年報告例が増えて い る が
,

椎骨動脈に発生するもの が大部分を占め後大脳動

脈に発生 する もの は まれで文献上 29 例の 報告が


